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★10月30日、文化会館で「前夜祭カラオケ大会」、翌日の31日には
中学校グラウンドをメイン会場に「第24回わき愛あいフェスティバ
ル」が開催され、町内外から訪れた大勢の来場者で賑わいました。



実行委員長賞
　宮本奈於・米本百合恵（和木小学校６年生）
　　　　　　　　　　　　　「恋のバカンス」
町長賞
　西村健則・久保田憲・中広裕子（山口銀行）
　　　　　　　　　「チョコレイトディスコ」
議長賞
　中礒和子・岩岡久美子・日高澄美・宮本ゆかり・田中博美・
　副島　梢（和木町消防団）　　  「セーラー服を脱がさないで」
敢闘賞
　嘉屋政雄（和木町社会福祉協議会）「歌謡吟　土佐武士」
　中島爽良・中島良維（和木幼稚園）「ユカイツーカイ怪物くん」

入賞者（敬称略）

国体PR国体PR

各会場
大変盛り上がりました！
各会場
大変盛り上がりました！
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10
月
27
日
、
美
祢
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

た
第
60
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
で
、

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
上
岡
宗
三

さ
ん
（
関
ヶ
浜
１
丁
目
）
が
日
頃
の
社
会
福

祉
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
栄
え
あ
る
山
口
県
知
事
表
彰
を
受
賞

ま
ち
の
話
題

ル
ー
ラ
ル
・
県
境
・
フ
ェ
ス
タ

　

11
月
６
日
、
７
日
に
岩
国
地
域
を
主
体
に

県
境
地
域
に
お
い
て
ル
ー
ラ
ル
・
県
境
・
フ

ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
地
域
の
朝
市
等
を
つ

な
い
で
一
斉
開
催
す
る
も
の
で
、
多
彩
で
新

鮮
な
地
域
農
産
物
の
販
売
や
、
ふ
れ
あ
い
施

設
で
の
農
産
物
・
特
産
物
の
販
売
、
手
作
り

の
交
流
体
験
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
を

進
め
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
日
は
、
和
木
駅
で
各
種
団
体
に
よ
る
朝

市
が
行
わ
れ
、賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

社
会
福
祉
協
議
会
上
岡
会
長
へ
山
口
県
知
事
表
彰

ま
ち
の
話
題

金
子
み
す
ゞ
賞
で
嘉
屋
さ
ん
が
山
口
県
教
育
会
長
賞

　

第
23
回
金
子
み
す
ゞ
賞
に
て
、
嘉
屋
信
明

さ
ん
（
和
木
１
丁
目
）
の
作
品
「
線
香
花
火
」

が
、山
口
県
教
育
会
長
賞（
高
校
・
一
般
の
部
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
に
下
関
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
た
教
育
県
民
大
会
開
会
式
典
の
中
で

嘉 屋 信 明 さん

ま
ち
の
話
題

平
成
22
年
第
４
回
臨
時
会

　

10
月
28
日
、「
平
成
22
年
第
４
回
和
木
町

議
会
臨
時
会
」
が
開
催
さ
れ
、
議
案
２
件

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
36
号
【
可
決
】

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
Ｃ
Ｄ
ー
I
型
）
の

購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
37
号
【
可
決
】

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
機
関
車
の

購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

さ
れ
ま
し
た
。
上
岡
さ
ん
は
、
平
成
７
年
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
、
平
成
17
年
か
ら

会
長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
８
名
の
方
々
が
、
社
会
福
祉

協
助
者
と
し
て
山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
和
木
町
の
福
祉
の
向
上
に

ま
す
ま
す
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
社
会
福
祉
協
助
者
　

（
順
不
同
）

　

関
本
　

武
司
さ
ん
（
関
ヶ
浜
２
丁
目
）

　

高
山
　

文
夫
さ
ん
（
和
木
１
丁
目
）

　

末
岡
　

和
子
さ
ん
（
和
木
３
丁
目
）

　

浦
　
　

弘
子
さ
ん
（
和
木
４
丁
目
）

　

本
家
　

敏
子
さ
ん
（
関
ヶ
浜
１
丁
目
）

　

越
水
千
弥
子
さ
ん
（
瀬
田
１
丁
目
）

　

岡
崎
　

咲
子
さ
ん
（
瀬
田
１
丁
目
）

　

黒
下
ト
メ
子
さ
ん
（
和
木
４
丁
目
）

「鍬入れ」を行う古木町長

受
賞
作
品
「
線
香
花
火
」

島
の
浜
辺
で
線
香
花
火
を
焚
き
ま
し
た

〝
パ
チ
パ
チ
〞
と
火
花
が
は
じ
け
ま
す

空
の
雲
は
ゆ
っ
く
り
月
を
隠
し
て
は

流
れ
て
行
き
ま
す

火
花
は
ほ
の
か
に
あ
な
た
の
頬
を
照
ら

し
ま
す

浴
衣
姿
の
あ
な
た
に
は

や
っ
ぱ
り

線
香
花
火
が
似
合
い
ま
す

（
１
番
の
み
掲
載
）

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

嘉 屋 信 明 さん
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11
月
17
日
、
山
口
県
庁
に
お
い
て
、
和
木

町
林
業
研
究
会
が
内
閣
府
か
ら
「
エ
イ
ジ
レ

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

10
月
28
日
に
熊
代
銀
造
さ
ん
、
11
月
３
日

に
藤
本
睦
子
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
満
90
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
か
ら
長
寿
の
お
祝

い
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

熊
代
さ
ん
、
藤
本
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健

康
に
は
十
分
に
気
を
付
け
て
、
い
つ
ま
で
も

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※

今
年
度
、
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
厚
生
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
方
は
、
今
回
を
含
め
て
13
名
と
な

り
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

和
木
町
林
業
研
究
会
が
内
閣
府
か
ら
「
社
会
参
加
賞
」
受
章

ま
ち
の
話
題

藤
上
さ
ん
が
山
口
県
教
育
功
労
賞
を
受
賞

　

11
月
11
日
、
山
口
県
庁
に
お
い
て
、
町
教

育
委
員
長
の
藤
上
紀
子
さ
ん
が
山
口
県
教
育

功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
上
さ
ん
は
、
平
成
８
年
10
月
か
ら
町
教

育
委
員
に
就
任
さ
れ
、
平
成
20
年
10
月
か
ら

は
、
教
育
委
員
長
と
し
て
町
教
育
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
の
中
学
生
派
遣
事
業
、
幼
保
一
元
化

の
推
進
、
教
科
教
室
型
の
授
業
形
式
の
導
入

な
ど
町
教
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
町
教
育
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藤 本 睦 子 さん 熊 代 銀 造 さん

ま
ち
の
話
題

交
通
安
全
を
呼
び
か
け

　

10
月
30
日
・
31
日
、
和
木
町
交
通
安
全

母
の
会
（
和
木
町
婦
人
会
・
西
田
敏
子
会
長
）

が
、
和
木
町
内
の
高
齢
者
世
帯
を
訪
問
し
、

交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
婦
人
会
つ
つ
じ
ヶ
丘
支
部
で

は
、
沖
さ
ん
宅
を
訪
れ
、
自
動
車
や
バ
イ

ク
に
気
を
付
け
て
外
出
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
や
、
よ
く
目
立
つ
服
装
で
散
歩
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者
及
び
社
会
参
加
活
動
事

例
」
の
伝
達
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
内
閣
府
が
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず

自
ら
の
責
任
に
お
い
て
充
実
し
た
活
動
を
し

な
が
ら
、
地
域
社
会
参
加
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
伝
達
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

和
木
町
林
業
研
究
会
は
、
自
然
環
境
の
保

全
、
森
林
の
適
正
な
管
理
、
健
全
な
里
山
づ

く
り
を
中
心
に
、
竹
材
を
使
っ
た
竹
炭
・
竹

酢
液
づ
く
り
、
栗
園
の
育
成
な
ど
、
森
林
の

多
面
的
機
能
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
資
源
を
活
用
し
た

竹
馬
や
水
鉄
砲
体
験
、
そ
う
め
ん
流
し
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
地
域

と
の
交
流
活
動
も
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

山口県教育功労賞を受賞した藤上紀子さん
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11
月
７
日
、
和
木
町
文
化
協
会
主
催
の

文
化
祭
式
典
で
、
松
並
千
佳
子
さ
ん
（
和

木
１
丁
目
）
が
文
化
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
松
並
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
、
多

年
に
わ
た
り
「
専
心
小
笠
原
流
煎
茶
」
の

道
に
精
進
さ
れ
、
か
つ
和
木
町
文
化
協
会

役
員
と
し
て
12
年
間
、
文
化
活
動
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
を
認
め
授
賞
し
た
も
の
で

す
。

　

式
典
後
に
行
な
っ
た
芸
能
祭
で
は
、
17

組
約
２
３
０
名
の
文
化
協
会
員
が
、
日
頃

鍛
え
た
歌
や
踊
り
、
楽
器
演
奏
や
ダ
ン
ス

等
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
万
雷
の
拍
手
を

受
け
成
果
を
発
表
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
10
月
14
日
か
ら
５
週
間
に
わ
た

り
和
木
美
術
館
で
開
催
し
た
展
示
会
は
、

１
，
１
７
７
名
の
来
館
者
を
迎
え
、
11
月

14
日
に
終
了
し
ま
し
た
。
沢
山
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　

（
和
木
町
文
化
協
会
）

ま
ち
の
話
題

和
木
町
文
化
功
労
賞
に
松
並
さ
ん

ま
ち
の
話
題

中
学
２
年
生
が
職
場
体
験

　

11
月
16
日
か
ら
18
日
の
３
日
間
、
和
木
町

内
及
び
近
隣
で
和
木
中
学
校
２
年
生
の
全
生

徒
が
「
職
場
体
験
学
習
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
は
、「
職
場
体
験
を
通
し
て
、

職
業
や
勤
労
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
人
々

と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
社
会
に
お
け
る
人
間

関
係
を
学
ぶ
」
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
の
体
験
学
習
に
は
、
２
名
の
生
徒
が

訪
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
は
住
民
票
な
ど

の
窓
口
業
務
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
介
護
予
防
教
室
で
一
緒
に
体
を
動
か
し
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
企
画
総
務
課
で
は
、

各
職
場
で
体
験
学
習
中
の
生
徒
を
取
材
し
た

り
、
文
字
放
送
を
作
成
し
た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
様
々
な
事
務
作
業
を
し
た
り
、

町
内
の
各
施
設
の
見
学
を
し
た
り
し
ま
し

た
。

「鍬入れ」を行う古木町長

　

役
場
で
の
体
験
学
習
の
後
、
２
人
は
次
の

よ
う
に
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

「
初
め
、
役
場
は
厳
し
い
と
こ
ろ
な
の
か

な
と
思
っ
た
け
ど
、
３
日
間
体
験
し
て
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
将
来
の
夢
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
職
場
体
験

を
通
し
て
や
り
た
い
事
が
決
ま
っ
た
よ
う
な

感
じ
が
し
ま
し
た
。」（
青
木
望
奈
さ
ん
）

　

「
広
報
の
取
材
や
、
ビ
デ
オ
の
編
集
、
マ

ッ
プ
作
り
、
窓
口
で
の
仕
事
、
福
祉
教
室
な

ど
、
ど
の
仕
事
も
や
り
が
い
が
あ
り
、
地
道

な
作
業
も
２
人
で
一
緒
に
楽
し
く
で
き
ま
し

た
。
こ
の
職
場
体
験
で
、
仲
間
と
一
緒
に
仕

事
を
す
る
こ
と
、
ど
ん
な
仕
事
に
も
一
生
懸

命
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。」（
近
藤
涼
夏
さ
ん
）

文化功労賞を受賞した松並千佳子さん（右）

図書館で体験学習中の生徒を撮影

幼稚園にも取材に行きました

（撮影：青木望奈さん）（撮影：近藤涼夏さん）
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11
月
21
日
、図
書
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

古
本
バ
ザ
ー
で
は
目
的
の
本
を
手
に
入
れ

よ
う
と
開
館
前
か
ら
多
く
の
人
が
並
び
、
開

館
と
同
時
に
次
か
ら
次
へ
と
古
本
が
売
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
ち
ょ
る
る
も
登
場
し
、
読

書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
盛
り
上

げ
た
り
、
国
体
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
花
い

っ
ぱ
い
運
動
か
ら
の
ミ
ニ
バ
ラ
の
鉢
植
え
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
お
話
し
会
グ
ル
ー
プ
「
フ
レ
ン

ド
キ
ッ
ズ
・
ミ
ル
キ
ィ
ウ
ェ
イ
」（
周
南
市
）

の
コ
ン
サ
ー
ト
や
「
学
校
の
怪
談
」
な
ど
の

ち
び
っ
こ
映
画
の
上
映
、
職
場
体
験
を
し
た

中
学
生
が
考
え
た
「
ク
イ
ズ
に
挑
戦
！
」
な

ど
、
親
子
で
一
緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
会
場
に
は
終
始
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

恵
庭
市
を
写
真
で
紹
介

　

11
月
18
日
か
ら
28
日
ま
で
の
11
日
間
、
和

木
美
術
館
で
「
恵
庭
の
あ
ゆ
み
写
真
展
」
が

開
催
さ
れ
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
恵
庭
市
の
歴

史
を
明
治
か
ら
平
成
ま
で
時
代
ご
と
に
写
真

パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、移
民
関
係
の
古
文
書
の
展
示
や
、

恵
庭
市
を
紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
な
ど
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

恵
庭
市
を
知
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ち
の
話
題

図
書
館
ま
つ
り
で
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

ま
ち
の
話
題

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
親
睦
を
深
め
る

　

11
月
19
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
親
睦
会
」
が
開
催
さ
れ
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
58
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
に
は
、
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
認
知

機
能
疾
患
科
医
長
の
片
山
禎
夫
先
生
を
お
招

き
し
、「
生
活
習
慣
と
認
知
症
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
昼
食
会
に
は
、
古
木
町
長
も

出
席
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
昼
食

を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
日
用
意
さ
れ
た
の

は
、
つ
く
し
会
の
方
々
に
よ
る
手
作
り
の
お

弁
当
で
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
杉
本
光
江
先
生
に
よ
る
童
謡

指
導
で
一
緒
に
歌
を
歌
い
な
が
ら
交
流
を
深

め
、
和
や
か
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。

■
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

　
　

（
敬
称
略
）

和
木
町
教
育
長
賞

　
　
　
　
　
　
　

宮
本
　

滉
平
（
小
４
）

和
木
町
文
化
協
会
賞

　
　
　
　
　
　
　

中
島
　

爽
良
（
年
少
）

和
木
町
立
図
書
館
賞

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
　

翔
（
小
２
）

姉
妹
都
市
恵
庭
市
賞

　
　
　
　
　
　
　

中
島
　

良
維
（
年
少
）

金
賞
　
　
　
　
　

中
島
　

來
南
（
年
長
）

　
　
　
　
　
　
　

藤
重
　

亨
基
（
小
２
）

　
　
　
　
　
　
　

山
本
　

春
輝
（
小
５
）

銀
賞
　
　
　
　
　

相
川
　

尚
輝
（
年
中
）

　
　
　
　
　
　
　

平
川
　

咲
希
（
小
２
）

　
　
　
　
　
　
　

川
野
　

稜
弥
（
小
５
）

銅
賞
　
　
　
　
　

倉
光
　

海
利
（
３
歳
）

　
　
　
　
　
　
　

森
脇
恵
厘
花
（
小
２
）

　
　
　
　
　
　
　

味
村
　
　

唯
（
小
６
）

8





12月の休館日

5
12
19

7
14
21

26

1
8
15
22

2
9
16

3
10
17
24

18
25

6
13
20

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

28 29 30 3127
23

＜ＣＤ＞
☆とげまる／スピッツ
☆真夜中の動物園／中島みゆき
☆演歌名曲コレクション 13 ～虹色のバイヨン～

／氷川きよし
☆ＳＴＡＲ／中島美嘉
☆ＥＴＥＲＮＩＴＹ Ｌｏｖｅ＆Ｓｏｎｇｓ／倖田來未
☆いきものばかり～メンバーズＢＥＳＴセレクション～

／いきものがかり
☆君の知らない君の歌／ＡＳＫＡ
☆Ｇｏｌｄｅｎ Ｃｉｒｃｌｅ／ＧｏｌｄｅｎＣｉｒｃｌｅofｆｒｉｅｎｄｓ
☆ゴーイング・バック／フィル・コリンズ
☆クラプトン／エリック・クラプトン
＜一般書＞
『エチュード』
『錨を上げよ　上・下』
『砂の王国　上・下』
『地のはてから　上・下』
『廃院のミカエル』
『どんぐり姉妹』
『追悼者』
『純恋（ジュンコイ）』

＜児童書・絵本＞
『サーカスのしろいうま』

『クリスマスにやってくるのは？』

『大型絵本　よるのいえ』

『ちょうどいいよ』
『まつり』
『ぼくの図書館カード』

『オオカミグーのなつかしいひみつ』

『いちばん！の図鑑』
『フォスターさんの郵便配達』

『池上彰　国際問題がわかる！世界地図の読み方』

今野敏著
百田尚樹著
荻原浩著
乃南アサ著
篠田節子著

よしもとばなな著
折原一著
新堂冬樹著

石津ちひろ作・ささめやゆき絵

ケイト・バンクス文　ゲオルグ・ハレンスレーベン絵

スーザン・マリー・スワンソン文
ベス・クロムス絵　谷川俊太郎訳

竹下文子著　鈴木まもる絵
いせひでこ作・絵

ウイリアム・ミラー文・グレゴリー・クリスティー絵
　斉藤規訳

きむらゆういち作　みやにしたつや絵
今泉忠明監修

エリアセル・カンシーノ作・猫野ペすか絵
宇野和美訳

池上彰著

日　時　12月18日（土）

　　　　　　　　10時30分～11時

　　　　おはなし会サークル『ゆびとま』

対象者　幼児・小学生

場　所　図書館絵本のコーナー

問合せ　図書館（☎5４－０２２２）

おはなし会

　12月29日㈬～1月4日㈫までは、年末年始に
よる休館となります。長期休館となるため12
月15日から12月28日まで、貸出上限を一人８
冊までとします。
（CDの貸出は通常どおり２枚までです。）

4
11
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寒
さ
が
身
に
し
み
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

気
温
が
低
い
冬
場
は
つ
い
水
分
補
給
を
控

え
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
で
す
か
？
控
え
て

い
る
つ
も
り
は
な
く
て
も
、
夏
場
の
よ
う
に

汗
を
か
く
こ
と
も
な
い
た
め
意
識
し
て
水
分

を
と
る
こ
と
は
難
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
か

ら
だ
の
半
分
以
上
が
水
分
で
、
か
ら
だ
を
つ

く
っ
て
い
る
細
胞
や
血
し
ょ
う
と
呼
ば
れ
る

血
液
の
成
分
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
20
％
を
失
う
と
命
に
か
か
わ
る
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
人
の
か
ら
だ
に
と
っ
て
水
分
は

大
切
な
も
の
な
の
で
す
。

　

風
邪
を
ひ
く
と
の
ど
が
痛
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。
の
ど
に
は
粘
膜
と
呼
ば
れ

る
外
敵
の
侵
入
を
防
い
で
く
れ
る
も
の
が
あ

り
、
冬
場
の
空
気
の
乾
燥
な
ど
で
水
分
が
不

足
し
て
い
る
と
十
分
な
能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
に
侵
入
さ

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。十
分
な
水
分
補
給
は
、

の
ど
の
粘
膜
の
ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
を
か
ら
だ

の
外
に
追
い
出
す
能
力
を
高
め
て
く
れ
ま

す
。
水
分
は
風
邪
の
予
防
に
も
一
役
買
っ
て

く
れ
る
の
で
す
ね
。
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
、
ア

ル
コ
ー
ル
は
利
尿
作
用
が
あ
る
の
で
、
水
や

お
茶
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
寝
る
前
と
朝

起
き
た
後
、
入
浴
の
前
後
、
運
動
の
前
後
な

ど
に
飲
む
よ
う
に
す
る
と
良
い
で
す
ね
。
風

邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
と
き
も
、
水
分
補
給

は
大
切
で
す
。
発
熱
や
お
う
吐
、
下
痢
な
ど

に
よ
り
い
つ
も
よ
り
か
ら
だ
か
ら
水
分
が
な

く
な
り
や
す
い
た
め
で
す
。
乳
幼
児
や
高
齢

者
は
の
ど
の
渇
き
に
気
づ
き
に
く
い
特
徴
が

あ
る
の
で
、
ま
わ
り
の
方
が
注
意
し
て
水
分

補
給
を
促
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

〜
ち
ょ
っ
と
小
話
〜

　

冬
場
の
乾
燥
は
、
か
ゆ
み
の
原
因
で
も
あ

り
ま
す
。
手
軽
に
で
き
る
か
ゆ
み
予
防
は
、

「
水
分
を
し
っ
か
り
拭
き
取
る
こ
と
」
で
す
。

手
を
洗
っ
た
あ
と
、
入
浴
後
な
ど
に
拭
き
残

し
が
あ
る
と
そ
こ
か
ら
大
切
な
水
分
が
奪
わ

れ
さ
ら
に
乾
燥
し
て
し
ま
い
ま
す
。
肌
の
乾

燥
が
気
に
な
る
方
は
「
拭
き
残
し
て
な
い
か

な
」
と
確
認
す
る
一
手
間
を
加
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

冬
も
か
ら
だ
は
水
を
求
め
て
い
ま
す

■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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さつまいもプリン（材料４人分）

●作り方
　①下準備
　さつまいも…皮をむいて一口大に切

り、水にさらす。水気を
きってラップで包み、電
子レンジで４分加熱し裏
ごしする。

②ボウルに材料を混ぜ合わせる
ボウルに卵、砂糖を入れて混ぜ牛乳を
加えてよく混ぜ合わせる。
さらに①のさつまいも、バニラエッセ
ンスを加え、網でこす。
③型に流し入れる
型に流し入れ、天板にのせる。
天板の深さ８分目まで湯を張り、160℃
のオーブンで20分焼く。
④カラメルソースをかける
小鍋にグラニュー糖と水を加えて火に
かける。次第に色づき褐色になって香ば
しい香りがしたら（温度180～190℃）
火からおろす。
焼きあがったプリンにカラメルソース
をかけて仕上げる。
（１人分エネルギー144キロカロリー）

カラメル風味のおいしさが引き立ち小さい
子どもさんにも良いと思います。
カラメルソースは焦げすぎないように手早
くしましょう。
（和木町食生活改善推進協議会　５班）

　母子健康手帳の「予防接種の記録」を確認してみましょう。受
け忘れている予防接種がある場合はお子さんの体調が良い時に早
めに医療機関で受けられることをお勧めします。
　また、各学年時に接種が必要な二種混合予防接種や麻しん風し
ん予防接種（第２・３・４期）は受けましたか？実施期間は３月末
までですが、少しでも早く免疫を獲得し、お子さんと町の健康づ
くり、感染症予防のために、冬休みなどを利用して２月までに受
けられることをお勧めします。期間を過ぎた場合、有料になりま
すのでご注意ください。

受け忘れている予防接種は
ありませんか？

二種混合
小学６年生
（平成10年4月2日～平成11年4月1日生まれ）

麻しん風しん
（第２期）

年長児
（平成16年4月2日～平成17年4月1日生まれ）

〃
（第３期）

中学１年生
（平成9年4月2日～平成10年4月1日生まれ）

〃
（第４期）

高校３年生
（平成4年4月2日～平成5年4月1日生まれ）

問合せ▼保健相談センター（☎５２－７２９０）
おすすめメニューはアイ・キャンでも放送
しています。ご覧ください。

さつまいも………100g
卵…………………2個
砂糖………………20g
牛乳……………150ml
バニラエッセンス
　　………………少々
グラニュー糖………30g
水…………………30g

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

平成22年度各学年時に接種が必要な予防接種の対象者



新型インフルエンザ予防接種
の費用免除事業

　★は申込みが必要です。

（12月16日～1月15日）
行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

プレイルーム

すくすく計測・相談会

元気アップ教室

プレイルーム

妊婦さんのつどい★

プレイルーム

赤ちゃんのつどい★

乳幼児とその保護者の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

妊婦とその家族

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

10：00～15：00

13：30～14：30

10：00～11：30

10：00～15：00

10：00～12：00

10：00～15：00

9：30～11：30

保健相談センター

12月16日㈭

17日㈮

1月6日㈭

13日㈭

14日㈮

　町内の満６５歳以上の方を対象に、季節性に新型を
含む新型インフルエンザ予防接種を実施します。
実施期間　２月２８日（月）まで
実施医療機関　木村医院・中村クリニック
※町外の医療機関にて接種を希望される場合は、事前
に保健相談センターにお問合せください。
対象者　和木町に住民票がある満６５歳以上の希望者
※６０歳以上６５歳未満の方でも、心臓、腎臓または
呼吸器の機能障害で身体障害者手帳１級程度の障害
のある人、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫
の機能に日常生活が不可能な程度の障害のある人は
接種できます。
自己負担額　１,０５０円
※自己負担免除の対象者及び必要な証明書【証明書発
行窓口】
①生活保護世帯・・生活保護証明書【保健福祉課】
②町民税非課税世帯・・同一世帯全員分の平成２２年
度非課税証明書【税務課】
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

高齢者新型インフルエンザ
予防接種のお知らせ

　「和木町健やか安心事業」として、中学３年生と高校
３年生を対象に、季節性に新型を含む新型インフルエ
ンザ予防接種の費用を助成します。
接種期間　２月２８日（月）まで
指定医療機関　木村医院・中村クリニック
対象者　和木町に住民票がある中学３年生と高校３年

生の希望者
助成回数　１人１回まで
申込み　保健相談センターに備え付けてある申請書に必

要事項を記入し、接種券の交付を受けてくださ
い。申請時、印かんが必要です。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

インフルエンザ予防接種のお知らせ

高齢者新型インフルエンザ
予防接種のお知らせ

インフルエンザ予防接種のお知らせ

　生活保護世帯及び町県民税非課税世帯の方は、接種
費用の免除を受けることができます。
対　象　６５歳未満の生活保護世帯及び町県民税非課

税世帯
期　間　平成２３年２月２８日（月）までの接種
方　法　医療機関の窓口に証明書（接種者ごとに必要）

を提出
証明書発行窓口　
①生活保護世帯…生活保護証明書【保健福祉課】
②町県民税非課税世帯…同一世帯全員分の平成２２年
度非課税証明書【税務課】

　非課税証明書は手数料２００円。平成２２年１月１
日以後に和木町に転入された方は、前住所地で取得し
てください。
医療機関　
　山口県内の医療機関、大竹市の一部医療機関
※大竹市の医療機関で接種される場合は、事前に保健
相談センターにご相談ください。

※既に接種し費用を全額支払った場合は、保健相談セ
ンターにて接種費用の返還を申請することができま
す。申請には証明書・領収書・接種済証・印かんが
必要です。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

新型インフルエンザ予防接種
の費用免除事業

新型インフルエンザ予防接種
の費用免除事業

ヨガ
日　時　１２月１７日（金）　１０時～１１時３０分
内　容　『ヨガを楽しむ』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・
　　　　バスタオル・お茶
申込み　１２月１０日（金）まで　
会場および問合せ先は

保健相談センター（☎5２－７２９０）

元気アップ教室元気アップ教室元気アップ教室
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日
　

時
▼
12
月
16
日
㈭

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

場
　

所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
右
記

の
場
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
な
ど
、
お
子
さ
ま
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
お
応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に

よ
る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
　

象
▼
小
・
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者

　
　
　
　

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

　
　
　
　

幼
児
を
も
つ
保
護
者

日
　

時
▼
12
月
10
日
㈮
、
１
月
14
日
㈮

　
　
　
　

14
時
〜
17
時

場
　

所
▼
文
化
会
館
２
階
商
工
指
導
室

申
込
み
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
【
福
屋
】

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金
法
に
基

づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
、
使
用

者
は
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制
度
で

す
。

■
山
口
県
最
低
賃
金
　
　
　
　
　

６
８
１
円

※
平
成
22
年
10
月
29
日
〜

■
産
業
別
最
低
賃
金

　

鉄
鋼
業
な
ど
製
造
業
　
　
　
　

８
０
８
円

　

電
気
機
械
器
具
な
ど
製
造
業
　

７
３
６
円

　

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
　
　

７
８
２
円

※
平
成
22
年
12
月
15
日
〜

　

百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
　
　

７
１
０
円

※
平
成
21
年
12
月
15
日
〜

問
合
せ
▼
厚
生
労
働
省
山
口
労
働
局

（
☎
０
８
３
ー
９
９
５
ー
０
３
７
２
）

行

政

相

談

和
木
町
「
面
接
相
談
」

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

精
神
保
健
相
談

生
改
連
朝
市
の
お
知
ら
せ

第
62
回
人
権
週
間

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

心
配
ご
と
相
談

13

12
月
４
日
〜
10
日
は
「
人
権
週
間
」

「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

　
　

〜
考
え
よ
う
　

相
手
の
気
持
ち

　
　
　
　

育
て
よ
う
　

思
い
や
り
の
心
〜
」

　

す
べ
て
の
人
々
が
人
権
を
享
有
し
、
平
和

で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
自
分
の

人
権
の
み
な
ら
ず
他
人
の
人
権
に
つ
い
て
も

正
し
く
理
解
し
、
人
権
を
相
互
に
尊
重
し
合

う
と
と
も
に
、「
相
手
の
気
持
ち
」
を
考
え
、

「
思
い
や
り
の
心
」
を
育
て
る
こ
と
の
大
切

さ
が
、
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
中
、
特
設
人
権
相
談
所
を
次
の

と
お
り
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
法
務
局
で
は

毎
日
（
休
日
を
除
く
）
人
権
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
の
で
、
い
じ
め
、
虐
待
、
家
庭
内
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
に
つ

い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
特
設
人
権
相
談
所

日
　

時
▼
12
月
６
日
㈪
　

13
時
〜
16
時

場
　

所
▼
文
化
会
館

相
談
員
▼
元
浄
公
昭

　
　
　
　

沖
永
保
之

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

●
常
設
人
権
相
談
所

時
　

間
▼
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
平
日
）

場
　

所
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

　
　
　
　

岩
国
市
錦
見
１
丁
目
16
ー
35

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
☎
43
ー
１
１
２
５
）

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

フ
ァ
ッ
ク
ス

各
種
お
知
ら
せ

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

使
用
な
し

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
、
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
６
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月
か
ら
60

ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
２
ヵ
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
建
設
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
２
１
９
７　

内
線
４
１
４
）

日
　

時
▼
12
月
15
日
㈬
　

９
時
〜

場
　

所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
広

場
前

内
　

容
▼
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
で
す
。
皆
さ

ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
２
１
９
４
）



　

特
定
健
診
は
受
診
し
ま
し
た
か
？

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健
診
を
受

診
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
は
、
特
定
健
康
診
査

受
診
券
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

和
木
町
及
び
岩
国
市
内
の
医
療
機
関
で
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ご
自
身

の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

特
定
健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
の
有
効
期
限
は
、
平
成
23
年
３
月

31
日
で
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

〜
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
〜

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
猶
予
等
の
承

認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を

全
額
納
め
た
と
き
よ
り
も
老
齢
基
礎
年
金
の

受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
▼
10
年
以
内
に
、①
〜
④
の
免
除
等

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方

①
全
額
免
除

②
一
部
納
付（
３
／
４
、半
額
、１
／
４
免
除
）

③
若
年
者
納
付
猶
予

④
学
生
納
付
特
例

※
免
除
、
猶
予
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

蜂
ヶ
峯
公
園
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
休
に
つ
い
て

和
木
町
消
防
団
員
募
集
中
！

に
追
納
を
す
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※
追
納
す
る
場
合
に
は
、
先
に
経
過
し
た
月

の
分
か
ら
、
順
次
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

岩
国
年
金
事
務
所
（
☎
24
ー
２
２
２
２
）

　

12
月
13
日
㈪
か
ら
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
お
風
呂
の
利
用
時
間
を
、
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
。

【
現
在
】

　

女
性
　

13
時
〜
14
時
30
分

　

男
性
　

14
時
30
分
〜
16
時

【
12
月
13
日
㈪
か
ら
】

　

男
性
　

13
時
〜
14
時
30
分

　

女
性
　

14
時
30
分
〜
16
時

問
合
せ
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

　

購
入
以
来
20
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
を
乗
せ
走
り
続
け
て
き
ま
し

た
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ「
や
ま
び
こ
号
」
が
、
老
朽

化
の
た
め
運
休
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
れ
に
代
わ
る
Ｓ
Ｌ
を
製
作
中
で

す
が
、
新
し
い
Ｓ
Ｌ
は
電
気
式
で
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
機
能
が
備
わ
り
迫
力
満
点
の
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
運
行
は
、
来
年
３
月
中

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
楽
し

み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

使
用
な
し

国
民
健
康
保
険
へ
の

届
け
出
は
お
す
み
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

お
風
呂
の
利
用
時
間
に
つ
い
て

14

　

国
保
に
加
入
、
脱
退
す
る
と
き
は
、
14
日

以
内
に
保
健
福
祉
課
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

●
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

・
保
険
料
は
届
け
出
を
し
た
日
で
は
な
く
、

資
格
が
発
生
し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
被
保
険
者

証
の
な
い
期
間
の
医
療
費
が
、
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

●
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

・
資
格
が
外
れ
た
あ
と
に
国
保
の
被
保
険
者

証
で
受
診
し
た
医
療
費
が
あ
る
場
合
、
返

金
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
届
け
出
の
際
は
、
資
格
異
動
日
の

確
認
が
必
要
で
す
の
で
、
次
の
も
の
を
ご
持

参
の
う
え
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
職
場
の
健
康
保
険
を
外
れ
た
証
明
書
（
資

格
喪
失
証
明
書
や
離
職
票
な
ど
）

・
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
年
金
証

　

書
・
印
か
ん

●
脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
職
場
の
健
康
保
険
の
保
険
証
（
対
象
者
全

員
分
）
ま
た
は
資
格
取
得
証
明
書

・
国
保
の
保
険
証
（
返
却
の
た
め
）

・
印
か
ん

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

（
☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
１
１
７
）

　

日
常
の
災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、
大
地
震

な
ど
の
大
災
害
時
に
は
、
消
防
団
の
果
た

す
役
割
は
特
に
大
き
く
、
地
域
防
災
の
中

核
と
し
て
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

地
域
と
住
民
の
皆
さ
ん
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て

若
い
皆
さ
ん
の
消
防
団
へ
の
参
加
が
不
可

欠
で
す
。
あ
な
た
も
消
防
団
員
に
な
り
ま

せ
ん
か
？
　

　

現
在
、
瀬
田
地
区
、
関
ヶ
浜
地
区
及
び

団
本
部
女
性
団
員
を
募
集
中
で
す
。

　

地
域
を
愛
す
る
多
く
の
方
々
の
、
消
防

団
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
団
の
条
件
▼

◎
和
木
町
に
居
住
し
、
年
齢
が
18
歳
以
上

の
方
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。
女
性
団

員
の
方
大
歓
迎
で
す
。）

◎
志
操
堅
固
で
身
体
強
健
で
あ
る
こ
と

消
防
団
員
の
処
遇
▼

◎
年
間
一
定
額
の
報
酬
額
が
支
給
さ
れ
る

と
と
も
に
、
災
害
や
訓
練
等
に
出
動
し

た
場
合
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま

た
５
年
以
上
勤
務
し
退
団
し
た
場
合
に

は
退
職
報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
公
務
災
害
補
償
（
消
防
団
活
動
中
、
負

傷
に
あ
っ
た
場
合
の
補
償
制
度
が
あ
り

ま
す
。）

◎
被
服
の
貸
与
（
消
防
団
活
動
に
必
要
な

制
服
な
ど
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。）

◎
表
彰
制
度
（
職
務
に
あ
た
っ
て
功
労
、

功
績
が
あ
っ
た
場
合
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。）

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
　

消
防
係

（
☎
52
ー
２
１
３
６
　

内
線
３
０
７
）



①平成18年５月31日以前に本町に建築された「持ち家」に
　住まわれている方
　（ただし、借家及びアパート等の共同住宅に居住する方は対象外となります。
　大家さんから申請をしていただくようになります。）

②平成18年５月31日以前に本町に建築された「貸し家」を所有している方
　＝和木町内に貸家を所有していれば、町外在住の方でも対象となります。

　「消防法」及び「岩国地区火災予防条例」により「住宅用火災警報器」の設置が義務化
されています。住宅用火災警報器はあなたと家族の命を守るためのものです。
　ぜひ、この機会を利用して設置しましょう。

住宅用火災警報器の貸与を受けるためには、申請が必要です。
対象となる方は、印かんをお持ちのうえ、企画総務課（役場2階）で申請を
してください。

申請の期限：平成22年12月28日㈫まで

事業の対象となる方

平成23年5月31日までに全ての住宅への設置が義務付け

詳細については、企画総務課消防係までお問合せください。
（☎ 52-2136　内線307）

住宅用火災警報器の設置は法律で義務化されています

申請が必要です

引換券をお持ちの方へ

「引換券」をお手元にお持ちの方は、早めに業者に取り付けの連絡をして

ください。

　業者に電話連絡をしないと火災警報器は取り付けられません。

住宅用火災警報器の申請受付は今月28日までです。
好評につき多くの方から申請をいただいております。申請はおいそぎください！！
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地域包括支援センターができてから

地域包括支援センターのお仕事ってなに？

　どこに相談してよいか分からない心配ごとや悩みなどは、まず地域包括
支援センターにご相談ください。スタッフが高齢者の家庭を訪問し、一緒
に解決策を考えます。
　地域包括支援センターでは、介護の相談以外にも、心配ごと、福祉、医
療などの相談も受けます。相談を受けた地域包括支援センターは、適切な
機関に援助をお願いしながら、連携をとって支援していきます。

答え

相　談　先悩み・相談ごとの種類

相　談　先悩み・相談ごとの種類

福　　　祉
保　　　健
医　　　療
介 護 保 険
介護保険外

福祉事務所、在宅介護支援センター
保健センター
病院、診療所
居宅介護支援事業所
福祉事務所、在宅介護支援センター等

福　　　祉
保　　　健
医　　　療
介 護 保 険
介護保険外

地域包括支援センター
（☎52－2196）
そのほかにも・・・
介護サービス事業者に不満があるが、直接言いづ
らい。
引っ越してきたばかりで友人がいないので、地域
の高齢者と交流したい。
など、まずはご相談ください！

お気軽に
ご相談
くださいね

すべて
こちらへ
どうぞ！！

すべて
こちらへ
どうぞ！！

　うちのおばあちゃんが退院しましたが、足が弱り、これまで通り一
人暮らしができるかどうか不安です。リハビリをしたいのですが、ど
こでできるのか分かりません。入院前と違い、買い物や家事も苦労す
ることになるでしょう。布団からでは起き上がりが大変です。

悩み
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岩
国
リ
ー
グ
第
４
節

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
秋
季
大
会

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

期　

日
▼
10
月
17
日

場　

所
▼
岩
国
高
校
広
瀬
分
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
優
勝　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

期　

日
▼
10
月
31
日

場　

所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
優
勝　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
石
川
２
０
１
０
）

期　

日
▼
10
月
11
日

場　

所
▼
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
金
沢
市
）

結　

果
▼
第
３
位　

　
　
　
　

山
口
県
チ
ー
ム　

田
中
稔

期　

日
▼
10
月
30
日
・
31
日

場　

所
▼
広
島
県
総
合
体
育
館
大
ホ
ー
ル

結　

果
▼
混
合
ダ
ブ
ル
ス

　
　
　
　

第
２
位　

吉
田
正
弘
・
石
井
伸
子

期　

日
▼
10
月
23
日

場　

所
▼
和
木
町
民
庭
球
場

結　

果
▼

【
男
子
】
第
１
位　

杉
山
幸
久
・
吉
村
将
人

　
　
　
　
第
２
位　

寺
坂
隆
司
・
小
早
川
亮

【
女
子
】
第
１
位　

畠
中
幸
子
・
上
田
弥
生

　
　
　
　
第
２
位　

吉
岡
清
子
・
嘉
屋
柚
希

期　

日
▼
７
月
22
日

場　

所
▼
宇
部
市
中
央
公
園
球
技
場

結　

果
▼
団
体
の
部　

男
子
Ｃ
組　

第
３
位

玖
珂
郡
（
和
木
町
）
チ
ー
ム

第　

回
清
流
線
少
年

少
女
親
睦
球
技
大
会

29

第　

回
全
国
健
康
福
祉
祭

い
し
か
わ
大
会
卓
球
交
流
大
会

23
中
国
地
区
シ
ニ
ア
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

山
口
県
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

vol.14vol.14
日　時　12月11日（土）
　　　　18時～20時30分
会　場　文化会館ホール
入場料　無料
主　催　文化協会ロック部

問合せ　和木町文化協会（☎52－２１９１）

バンドからの
お楽しみプレゼントが
当たる抽選会あり

バンドからの
お楽しみプレゼントが
当たる抽選会あり

日　時　12月23日（木・祝）
　　　　　９時45分～18時
会　場　文化会館
入場料　無料

問合せ　小林秀嘉（☎24－１８９３）

第11回
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山
口
県
体
育
大
会
弓
道
競
技

公
民
館
講
座「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」

和
木
町
新
春
書
初
め
会

期　

日
▼
11
月
７
日

場　

所
▼
山
口
県
弓
道
場

結　

果
▼

●
近
的
競
技　

団
体
の
部

【
郡
部
】

　

優　

勝

　
　

中
村
恭
二
・
中
村
明
美
・
片
岡
紀
子

　

第
２
位

　
　

竹
島
佳
宏
・
竹
本
秀
喜
・
藤
本
正
明

●
近
的
競
技　

個
人
の
部

【
郡
部
男
子
】
優　

勝　

竹
本
秀
喜

　
　
　
　
　
　
第
３
位　

中
村
恭
二

【
郡
部
女
子
】
優　

勝　

中
村
明
美

　
　
　
　
　
　
第
３
位　

片
岡
紀
子

　

毎
週
木
曜
日
の
午
後
か
ら
ピ
ラ
テ
ィ
ス
講

座
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
お
仕
事
等
で

参
加
で
き
な
い
方
の
た
め
に
夜
間
の
講
座
を

始
め
ま
す
。

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
は
、
体
の
奥
深
く
に
あ
る

筋
肉
（
コ
ア
）
を
意
識
し
な
が
ら
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
、
骨
盤
の
ゆ
が
み
・
姿
勢
の
改

善
等
に
効
果
的
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

　

ま
ず
は
見
学
だ
け
で
も
可
能
で
す
の
で
お

寄
り
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
毎
週
月
曜
日　

17
時
30
分
〜
19
時

場　

所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会　

費
▼
３
，
１
５
０
円
（
月
４
回
）

定　

員
▼
12
名

申
込
み
・
問
合
せ
▼

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

日　

時
▼
平
成
23
年
１
月
８
日
㈯

　
　
　
　

９
時
〜　

会　

場
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
３
階

対　

象
▼
和
木
小
・
和
木
中
に
在
学
中
の
児

童
、
生
徒
（
保
護
者
同
伴
可
）

定　

員
▼
40
名
（
先
着
順
。
定
員
に
な
り
次

第
申
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。）

申
込
み
▼
学
校
を
通
じ
て
和
木
町
文
化
協
会

事
務
局
（
コ
ミ
セ
ン
）
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

　『第13回蜂ヶ峯クロスカントリー大会』実施のため、
蜂ヶ峯総合公園内園路の一部が下記期間中、通行止等規
制されます。
通行規制実施日　
　平成23年１月10日（祝日）
通行規制時間帯　
　10時～14時
通行規制区間　
　蜂ヶ峯総合公園町民の森付近
　～蜂ヶ峯ゴルフガーデン内
問合せ　
　体育センター
　（☎52－2811）

期　日　平成23年１月10日（祝日）
　蜂ヶ峯クロスカントリー大会交通規制のため
蜂ヶ峯公園着の
　10時12分着・11時12分着・13時12分着
　以上３便を蜂ヶ峯集会所に変更します。
※なお、コースを折り返しルートに変更しますので時
間に遅れが生じる場合があります。ご迷惑をおかけ
いたしますがよろしくお願いします。

コミュニティバス停留所の
変更について

※色付き部分が交通規制区間
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山口国体和木町実行委員会事務局
〒 740 － 0061
　和木町和木２丁目１－１
　文化会館２階（ 54－ 0031）
　　　　　　　　　（ 54－ 0032）

銃 剣 道 競 技 会

本大会　会期：平成23年10月7日（金）～9日（日）　会場：和木中学校体育館

第66回 国民体育大会

千葉県国際総合水泳場
（千葉大会の会場）

66

　私たちは、来年度開催される山口国体のＰＲのため、
イメージシングチームを結成し、毎週月・水曜日の19時
から約２時間程度練習をしています。
　様々な年代の仲間で構成されたチームです。今後、町
内のイベントでＰＲ活動を行っていく予定です。元気な
仲間を募集中です。年齢不問！未経験者も大歓迎！楽し
く踊って、心地よい汗を流しましょう。
問合せ　和木町国体実行委員会事務局（☎54－0031）

司　
　

会
▼
岩
脇
さ
ん
は
、
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
水
泳
競
技
）
に
こ
れ
ま
で
２

度
出
場
さ
れ
、
こ
の
度
の
千
葉
大
会
２
０
１

０
に
も
出
場
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

岩
脇
さ
ん
▼
25
ｍ
自
由
形
・
50
ｍ
自
由
形
（
身

体
２
部
）
の
２
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。
年
々

出
場
選
手
の
レ
ベ
ル
も
上
が
り
、
メ
ダ
ル
を

持
ち
帰
る
こ
と
が
難
し
い
か
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
種
目
も
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

司　
　

会
▼
選
手
と
し
て
だ
け
で
な
く
県
内

選
手
の
育
成
に
も
携
わ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
。

岩
脇
さ
ん
▼
身
体
障
害
者
の
チ
ー
ム〝W

IT
H

山
口SW

IM
 T
EA
M

〞の
部
長
と
し
て
、
毎

月
１
回
の
指
導
と
年
２
回
の
合
宿
に
参
加
し
、

若
い
選
手
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た

メ
ン
バ
ー
の
中
で
最
年
長
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
る
よ
う

ム
ー
ド
作
り
を
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
練

習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

司　
　

会
▼
来
年
開
催
の
山
口
大
会
に
向
け

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

岩
脇
さ
ん
▼
ま
ず
は
、
山
口
大
会
を
多
く
の

方
に
観
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
ハ
ン
デ
を
持
ち
な
が
ら
も
選
手
そ
れ

ぞ
れ
が
、
一
生
懸
命
に
自
分
の
力
を
発
揮
し

て
い
ま
す
。
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
大
会
に
足
を
運

ん
で
観
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
障
害
者
を
抱
え
て
い
る
家
族
の
皆
さ
ま

に
も
観
戦
し
て
い
た
だ
き
、
社
会
参
加
の
き
っ

か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
い
つ
で
も
お
声
を

お
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
和
木
町
で
開
催
さ
れ
る
山
口
国

体
銃
剣
道
競
技
と
と
も
に
、
山
口
大
会
水
泳

競
技
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

岩
脇
賢
治
さ
ん

（
和
木
町
在
住
）

わき愛あいフェスティバル前夜祭で初披露

仲間を　　  募集！！

仲間を　　  募集！！

仲間を　　  募集！！
～山口国体イメージソングダンスチーム～
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寄
付
・
寄
贈

今月の納税

　今月の口座振替日は12月27日㈪と
なりますので、ご注意ください。
問合せ ▼税務課（

掲
載
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

小
坂　

早
苗
さ
ん
（
和
木
地
区
）

末
岡　

房
江
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

●
見
舞
い
返
し

末
岡　

房
江
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

●
一
般
寄
付

工
藤
八
重
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

　

広
報
わ
き
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
（
写

真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
ご

家
族
）
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（

☎
52
ー
２
１
３
６
）

和
木
俳
句
教
室
句
会

和

木

短

歌

会

地
底
よ
り
励
ま
し
勇
気　

連
帯
を

　

世
界
に
伝
え
勇
者
戻
り
ぬ

知
ら
ぬ
間
に
老
い
が
背
中
を
押
し
て
く
る

　

ジ
グ
ザ
グ
人
生
思
い
出
多
き

神
無
月
肌
吹
く
風
の
清
す
が
し

　

猛
暑
の
汗
の
ふ
と
な
つ
か
し
き

夏
の
陽
を
浴
び
て
生
ま
れ
し
冬
瓜
の

　

秋
に
太
り
て
畑
に
灯
る

落
葉
た
く
葉
裏
に
残
る
飴
色
の

　

空
蟬
と
も
に
土
に
還
し
ぬ

秋
う
ら
ら
太
鼓
一
打
で
子
等
お
ど
る

残
照
に
ま
す
ま
す
濃
か
り
山
紅
葉

輪
の
中
で
た
ぎ
る
鉄
鍋
芋
煮
会

み
ず
み
ず
し
赤
子
の
肌
や
新
生
姜

冬
立
つ
や
母
の
形
見
を
日
に
当
つ
る

差
し
潮
や
水
尾
切
る
鴨
に
出
合
ひ
た
り

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

が
必
要
で
す
。

■
入
浴
剤
使
用
時
の
注
意
点

・
注
意
書
き
や
説
明
書
を
よ
く
読
む

こ
と

・
滑
り
や
す
い
と
感
じ
た
場
合
は
他

の
入
浴
者
へ
も
注
意
を
促
す
こ
と

・
使
用
方
法
に
記
載
さ
れ
た
量
以
上

に
多
く
使
用
し
な
い
こ
と

・
浴
槽
や
床
の
掃
除
を
念
入
り
に
す

る
こ
と

■
Ｐ
Ｌ
法
で
損
害
賠
償
請
求
が
可
能

・
Ｐ
Ｌ
法
（
製
造
物
責
任
法
）
で

は
、
製
造
物
の
欠
陥
に
よ
り
被
害
が

生
じ
た
と
き
、
製
造
者
は
被
害
者
の

損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
規
定
し
て
い
ま
す
。
欠
陥
と
は
、

「
通
常
予
見
さ
れ
る
使
用
形
態
な
ど

を
考
慮
し
て
、
通
常
有
す
べ
き
安
全

性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
」
で
あ
り
、

設
計
、
製
造
だ
け
で
な
く
、
表
示
や

取
扱
説
明
書
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

・「
滑
り
や
す
い
入
浴
剤
」
や
「
わ

か
り
に
く
い
注
意
表
示
」
に
よ
り
事

故
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
Ｐ
Ｌ

法
に
よ
り
損
害
賠
償
請
求
が
可
能
で

す
。

【
相　

談
】

　

妻
が
入
浴
剤
を
入
れ
た
風
呂
に
入

浴
後
、
20
歳
代
の
娘
が
入
り
、
浴
槽

に
足
を
入
れ
た
途
端
、
滑
っ
て
転
倒

し
全
治
３
週
間
の
大
ケ
ガ
を
し
た
。

　

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
裏
面
に
は

「
滑
り
や
す
い
の
で
気
を
つ
け
て
」

と
注
意
書
き
は
あ
る
が
目
立
た
な

い
。
メ
ー
カ
ー
に
損
害
賠
償
を
求
め

る
こ
と
は
で
き
る
か
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

■
注
意
表
示
が
目
立
ち
ま
せ
ん

・
注
意
書
き
に
は
「
入
浴
剤
を
使
用

す
る
と
浴
槽
が
滑
り
や
す
く
な
る
」

と
い
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
裏
面
の
み
に

あ
る
場
合
が
多
く
、
消
費
者
が
気
づ

き
に
く
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

・
高
齢
者
や
子
ど
も
、
妊
婦
が
こ
の

よ
う
な
事
故
に
遭
う
と
さ
ら
に
重
篤

な
被
害
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
注
意

３期分

12月分

６期分

６期分

６期分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

固定資産税

町営住宅使用料

国民健康保険料

介護保険料

後期高齢者医療保険料

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 66

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

空　
　

静
子
（
☎
52
ー
２
０
８
４
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

（
11
月
句
会
）

神
園　

静
美

正
中
ツ
ヤ
子

向
田
登
美
子

横
川
美
代
子

藤
上　

紀
子

う
つ
せ
み

か
え

す
が

い
ち
だ

は
た
け
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ペット
ボトル

　収集されたビンは、和木町クリーンセンターで、茶色、透明、その
他の３種類に分別します。分別されたビンは、廿日市市の広島容器㈱
に引き渡し、再びビンとしてリサイクルされています。

リサイクルびんリサイクルびんリサイクルびん

　収集されたペットボトルは、和木町クリーンセンターで約６０cm角
に圧縮梱包します。その後、廿日市市の㈱ヒロヨーに引き渡し、プラ
スチック製品の原料としてマテリアルリサイクルされています。

ペットボトルペットボトルペットボトル

　12月の１ヵ月間を「ノーマイカー強化月間」として、県
内の各事業所等にノーマイカー通勤の取組強化を促します。

重要取組日：12月22日（水）　午後８時から午後10時まで

　公共交通機関の利用や自転車通勤を行うことにより、CO2の排
出削減が期待できます。
　ご自分の健康と地球環境の保全を促進するため、ノーマイ
カー通勤をしてみてはいかがでしょうか？
　和木町役場は、12月３日（金）と17日（金）に実施します。

　山口県では、12月１日～２月28日の３ヵ月間、「冬のエコスタイ
ル・エコドライブキャンペーン」と題し、様々な温暖化対策を実施し
ます。
　特に、地球温暖化防止月間の12月には、「ノーマイカー強化月間」
として、ノーマイカー運動の取り組みを強化し、また、県下一斉の
「冬のライトダウンキャンペーン」が実施されます。

ノーマイカーデーにチャレンジ！！ノーマイカーデーにチャレンジ！！

山口県内で一斉に実施されます。
省エネルギーを推進するため、ご協力をお願いします。

22



●
和
木
町
役
場

　
　

12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

●
文
化
会
館

　
　

12
月
25
日
㈯
〜
１
月
４
日
㈫

●
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

12
月
29
日
㈬
〜
１
月
４
日
㈫

●
図
書
館

　
　

12
月
29
日
㈬
〜
１
月
４
日
㈫

●
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　

12
月
28
日
㈫
〜
１
月
４
日
㈫

●
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

●
総
合
福
祉
会
館

　
　

12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

●
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

　
　

12
月
29
日
㈬
〜
１
月
１
日
㈯

男　3,303人
（－7）

女　3,321人
（±0）

平成22年11月1日現在
総人口　6,624人

世帯数　2,753世帯

和木町の面積　10.56km

（－7）

（－5）

4
15

49
86

121
159
163

252

190
160

190
252

220
233
221

197
183
190

167

251

0 5
16

63
97

132
196

171
216
223

209
197

171
199

242
195

183
144
148
162
176
176

確定申告用「納付証明書」の
送付について

確定申告用「納付証明書」の
送付について

　今年度は平成23年1月下旬に送付する予定で
す。この証明書は平成22年中にお支払いいただい
た国民健康保険料・介護保険料及び後期高齢者医
療保険料を証明するもので、確定申告の社会保険
料控除を受ける場合に添付する書類です。証明書
に記載されるものは納付書または口座振替でお支
払いいただいたもの（普通徴収）になります。

問合せ　税務課（☎52-2193）

年
末
年
始
の
休
み

年
末
年
始
の
休
み

年
末
年
始
の
休
み

年
末
年
始
の
休
み

　

10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の

２
ヵ
月
間
、
和
木
町
の
皆
さ
ま
に
は

感
謝
！
感
謝
！
の
毎
日
で
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の
２
ヵ

月
間
は
と
て
も
短
く
感
じ
た
の
が
率

直
な
感
想
で
す
。
や
は
り
そ
れ
だ
け

濃
密
で
充
実
し
楽
し
い
日
々
で
し

た
。
私
が
、
こ
う
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
和
木
町
の
皆

さ
ま
の
温
か
さ
の
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

教
育
委
員
会
で
の
業
務
と
し
て

は
、
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
子
ど
も
教
室
で
あ
る
と
か
、
ま
た

小
学
校
の
授
業
で
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
貴
重
な
機
会
も
あ
り
、
和
木

町
の
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
よ
り
多
岐

に
わ
た
り
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、「
恵

庭
の
あ
ゆ
み
写
真
展
」
を
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
恵
庭
市
に

と
っ
て
も
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で

し
た
。
そ
の
こ
と
を
実
施
で
き
た
こ

と
も
そ
う
で
す
が
、
多
く
の
町
民
の

方
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
こ
と
に
大

変
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
他
に
業
務
以
外
の
こ
と
で

も
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
方
々
と
触

れ
合
う
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
、

わ
ず
か
だ
と
は
思
い
ま
す
が
「
和
木

の
地
域
を
知
る
」
こ
と
が
で
き
た
の

が
と
て
も
有
意
義
で
か
つ
嬉
し
い

日
々
で
し
た
。

　

今
後
は
、
和
木
町
で
得
た
経
験
や

感
動
を
一
人
で
も
多
く
の
恵
庭
市
民

や
職
員
に
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

今
度
は
ぜ
ひ
北
海
道
へ
来
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
恵
庭
市
の
良
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
せ
で
す
。

　

短
い
期
間
で
し
た
が
、
和
木
町
の

皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
ぜ
ひ
皆
さ
ま
と
会
え
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
ま
す
ま
す
和
木
町

と
恵
庭
市
の
「
わ
き
愛
あ
い
な
関

係
」
が
続
き
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
い

た
し
ま
し
て
お
礼
の
挨
拶
と
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
恵
庭
市
派
遣
職
員

谷
口　

寛
典

小学校で「恵庭のくらし」を紹介
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